
 
  

 

 

 

 

 

 

     

全妊ネット・宮崎県助産師会・宮崎市・日本財団共催 

全国妊娠SOSネットワーク 
妊娠ＳＯＳ対応パッケージ研修：基礎編 

 子ども虐待、虐待死の背景のひとつに思いがけない妊娠があります。  

思いがけない妊娠の相談内容には、医療面だけでなく貧困や家庭崩壊による孤立、子どもの

養育が不可能など、社会福祉・児童福祉の知識を要するものが多く、相談員は新たな知識や

他職種、多機関との連携を必要とします。   

 今回のセミナーでは、宮崎県内の望まない妊娠・児童虐待に関わる専門職の皆さまとご一

緒に学び、連携のスタートになれたらと考え企画致しました。 

＜講師＞ 

田尻 由貴子（全妊ネット理事、スタディライフ熊本特別顧問、医療法人聖粒会慈恵病院元看護部長） 

松岡 典子  （全妊ネット理事、MCサポートセンターみっくみえ代表、CAPNA理事） 

赤尾 さく美（全妊ネット理事、一般社団法人ﾍﾞｱﾎｰﾌﾟ理事、日本財団特別養子縁組事業企画ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ） 

清水 惠子 （小戸母子生活支援施設 母子支援員） 

日時 
2017年１月11日（水）9時30分〜16時30 
      （受付 ９時１５分〜） 

 
           定員50名  (受付9:15～) 

 

会場 
宮崎市民プラザ 4階 ギャラリー 

  宮崎市橘通西１丁目１-1-2 

内容 
１．思いがけない妊娠に悩む女性への専門的対応、 
  体制づくり：妊娠相談の責務と質、妊娠SOS 

２．相談する女性の抱える背景と課題 

３．子どもの福祉：特別養子縁組と里親制度 

４．社会福祉分野の現場からみた貧困妊婦の支援 

申込み 

※ 氏名、所属、職種、連絡先を明記の上、下記へメールかFAXで申込

みください。（お申し込みは2017年１月４日までにお願い致します。） 

※ 昼食時に交流会を計画しております。昼食は各自でご用意ください。 

※ 講義途中の参加や早退はお控えください。 

一般社団法人 宮崎県助産師会 
メール：kabochaccoclub@gmail.com/ FAX：0985-35-7211 

参加費 無料 
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